
d 令和８年度 学校経営グランドデザイン 

〈基本方針〉 

☆自分や友達の良さを理解し互いに高め合う子が育つ。 
☆子ども一人一人の良さを見出し、自信をもたせて伸ば
す教職員となる。 
☆子どものために全教職員が家庭や地域と協働する。 

〈学校教育目標〉 

かしこく やさしく たくましく 

自ら学ぶ子 

 
☆自信を持ち自らすすんで 
取り組もうとする子ども 

思いやりのある子 

☆やさしさと強さを 
兼ね備えた子ども 

健康な子ども 

☆心も体も健康な子ども 

めざす子どもの姿  こんな子どもに！ 

真間小学校運営協議会・第二中学校ブロック合同運営協議会 

学校づくりの重点 

市川市立真間小学校 

 

確かな学力 

 
〇主体的・対話的で深い学びの実現 

 ・基礎基本の確実な習得 

 ・国語科を柱とした言語活動の充実 

 ・探究的な学びの推進（生活科・総合） 

 ・カリキュラムマネジメントの充実 

〇授業のユニバーサルデザイン 

 ・ユニバーサルデザインの視点での授業改善 

〇読書活動の充実 

 ・本を読む習慣と調べ活動等の充実 

〇ICT を活用した授業実践の推進 

 ・タブレットを活用した授業の充実 

〇時代のニーズに応じた教育実践 

・人権、環境、主権者教育等の充実 

 

豊かな心 

〇人との関わりを大切にできる子の育成 

・心のこもったあいさつ・言葉遣い 

・コミュニケーション能力の育成 

〇自信や思いやりの心の育成 

・「認め、励まし、褒める」自己肯定感

の向上 

・自分や相手の良さを探せる目を育む 

・道徳教育の推進 

 ・いじめを許さない心の醸成 

・特別支援教育の充実 

・教育支援センター、教育相談 

〇体験活動の充実 

 ・豊かな心を育む地域との連携 

 ・ゲストティーチャーの活用 

 ・異学年交流の充実 

  

健やかな体 

〇正課体育の充実、体力向上 

 ・体育科授業の充実 

 ・すすんで体を動かす態度の育成 

  外遊びの奨励（元気っこタイム） 

〇ヘルシースクールの推進 

 ・基本的な生活習慣の確立 

〇食育の充実 

 ・食（特に給食）に関する指導の充実 

〇危機回避・察知能力の育成 

 ・健康教育、感染予防教育の推進 

 ・けがを回避できる能力の育成 

 ・防災教育、安全教育の充実 

 ・困った時に SOSが出せる児童の育成 

 

 

地域とともに歩む学校 

☆社会に開かれた教育課程の実施  

☆学校運営協議会の充実 

（コミュニティ・スクールの推進） 

☆第二中ブロックの連携推進 

☆幼・保との交流、連携 

めざす教職員の姿（高め合う教職員） 

☆教職員のチームワークによる教育の質的向上 

〇笑顔で明るく爽やかな挨拶ができる教職員 

〇児童に寄り添い、「いのち・いじめ・人権・多様性の尊重」は最優先 

〇心身ともに健康で学び続ける教職員 

☆あたたかく風通しの良い職場づくりと業務改善 

 〇モラールアップ意識の高揚と不祥事０（ゼロ） 

〇業務改善の視点とより良い職場環境 〇報・連・相＋確認 

  

 
真間っ子大応援団 

真間小 PTA パパ会  見守り隊 たねまき（読み聞かせ） 学習支援コーディネーター ゲストティーチャー 

自治会 社会福祉協議会（よってこ） 登下校見守り 

めざす学校の姿（信頼される学校） 

☆子どもが夢を抱き楽しめる学校   

☆子どもが安全かつ安心して過ごせる学校 

☆子どもにも、家庭にも、地域にも信頼される学校 

 

〇継続的な情報提供 

〇安全管理体制の整備 

〇ふるさと真間 


